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Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ネ
パ
ー
ル
支
部

か
ら
支
援
要
請
が
来
た
。
「
0
9

年
５
月
ご
ろ
か
ら
、
ネ
パ
ー

ル
中
西
部
ベ
リ
県
ジ
ャ
ジ
ャ

ル
回
卜
郡
の
村
々
で
下
痢

が
蔓
延
し
て
、
多
く
の
人
が

死
亡
し
て
い
る
」
と
。
コ
レ

ラ
の
大
流
行
か
。
７
月
3
1
日
、

本
部
職
員
ヴ
ィ
ー
ラ
バ
グ

と
、
岡
山
大
学
病
院
長
と
救

急
部
長
・
氏
家
教
授
の
許
可

を
得
て
、
朴
範
子
医
師
が
現

‘
地
に
飛
ん
だ
。

　
　
患
者
の
蔓
延
す
る
パ
ダ

　
ル
村
は
、
日
本
の
へ
き
地
を

　
し
の
ぐ
山
間
部
に
あ
る
。

・
雨
期
の
た
め
、
悪
路
を
車
で

　
移
動
し
、
そ
の
先
は
2
0
時

聞
ぐ
ら
い
歩
く
必
要
が
あ
る

－
Ｉ
Ｉ
と
の
話
も
あ
っ
た
。
幸

Ｉ
力
月
間
、
２
名
の
軍
医
を

医
療
チ
ー
ム
に
加
わ
る
よ
う

要
請
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
ネ
パ
ー
ル
支
部
は
最

大
の
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
評

価
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。

　
８
月
４
日
、
朴
医
師
ら
が

到
着
し
た
時
に
は
、
下
痢
疾

患
の
受
診
や
入
院
患
者
数
は

減
っ
て
い
た
。
感
染
ル
ー
ー
ト

は
水
と
の
説
が
有
力
だ
っ
た

が
、
一
方
で
、
死
ん
だ
水
牛

を
食
べ
た
極
貧
の
村
人
か
ら

感
染
が
広
が
っ
た
と
の
説
も

あ
っ
た
。
ジ
ャ
。
ジ
ャ
ル
コ
ッ

ト
郡
に
は
７
０
０
０
人
の
村

人
が
い
る
。
パ
ダ
ル
村
の
小

学
校
に
は
１
５
０
入
の
生
徒

が
い
た
。
学
校
の
ト
イ
レ
は

最
皿
た
っ
た
。
戸
を
開
け
る

と
酷
い
異
臭
で
意
識
が
朧
朧

と
す
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
大
便

で
濡
れ
、
無
数
の
ウ
ジ
虫

が
這
い
ず
り
回
っ
て
い
た
。

戸
を
二
度
と
開
け
る
気
が
し

ネパール.･インド感染症封じ込めに向けて
な
く
て
、
現
場
写
真
を
握
り

忘
れ
た
。

　
唯
一
の
女
性
ス
タ
ッ
フ
だ

っ
た
朴
医
師
の
た
め
に
ト
イ

レ
を
囲
っ
た
ト
タ
ン
板
が
、

夜
は
朴
医
師
の
ベ
ッ
ド
を
囲

っ
て
い
た
。
ど
こ
ま
で
も
心

優
し
い
村
人
だ
っ
た
。
日
本

て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
は
南
西
対
応
可
能
な
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
－
Ｇ

ア
ジ
ア
全
体
の
災
害
に
対
応
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ｎ
訓
練
プ
ロ
グ
ラ

す
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
多
国
籍
医
師
ム
は
大
き
な
テ
ー
マ
と
な

団
の
根
拠
地
で
あ
り
、
ス
タ
る
。
現
時
点
で
は
、
ア
ジ
ア

ッ
フ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
で
新
興
感
染
症
に
積
極
的
に

担
当
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
対
応
で
き
る
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は

　
う
れ
し
い
こ
と
に
、
ス
イ
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
実
状
で

ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
本
部
を
あ
る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
全
支
部

で
は
当
た
り
前
の
衛
生
習
慣
置
く
世
界
保
健
機
関
が
新
型
が
新
興
感
染
症
へ
の
対
応

は
皆
無
。
各
家
庭
に
は
電
気
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
新
能
力
を
養
成
し
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

も
ト
イ
レ
も
な
か
っ
た
。
雨
興
感
染
症
に
対
応
す
る
「
感
多
国
籍
医
師
団
が
多
く
の
人

期
に
な
る
と
川
は
増
水
し
、
染
症
勃
発
警
戒
お
よ
び
対
策
た
ち
を
救
え
る
と
考
え
て
い

川
を
横
切
る
道
路
は
使
用
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｇ
Ｏ
Ａ
Ｒ
る
。

き
な
く
な
る
。
日
本
で
は
信
Ｎ
）
」
か
ら
専
門
家
の
派
遣
　
現
在
、
過
去
2
5
年
間
の
活

じ
ら
れ
な
い
生
活
環
境
の
中
を
決
め
て
く
れ
た
。
今
回
の
動
を
総
括
し
て
今
後
の
５
力

で
、
下
痢
疾
患
の
原
因
が
特
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
共
同
主
催
す
年
計
画
を
作
成
中
だ
。
支
部

定
で
き
な
か
っ
た
の
は
残
念
る
岡
山
大
学
長
寿
社
会
医
学
長
が
一
堂
に
会
す
る
2
5
周
年

だ
っ
た
。

　
８
月
2
6
日
か
ら
３
日
間
、

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
イ
ン
ド
支
部
が
拠

点
を
置
く
イ
ン
ド
共
和
国
が

ル
ナ
タ
カ
州
マ
ニ
パ
ー
ル
大

学
で
、
災
害
医
療
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
開
い
て
い
る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
は
マ
ニ
パ
ー
ル
大
学
と
協

定
を
結
び
、
こ
の
大
学
を
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
の
南
西
ア
ジ
ア
地
域

災
害
セ
ン
タ
ー
と
位
置
付
け

講
座
の
土
居
弘
幸
教
授
の
ご
の
場
で
５
ヵ
年
計
画
を
発
表

協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
た
し
、
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
皆
様
方
と
共
に
、
「
救

　
1
0
月
1
0
日
に
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
え
る
命
が
あ
れ
ば
ど
こ
へ
で

Ａ
創
立
2
5
周
年
祝
賀
会
が
開
も
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
再
確

か
れ
る
予
定
。
世
界
か
ら
９
９
一
語
で
き
れ
ば
最
大
の
喜
び
で

力
国
の
支
部
長
が
参
加
予
あ
る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
創
立
2
5
周

災
害
時
に
発
生
年
祝
賀
会
発
起
人
の
方
々
に

コ
レ
ラ
な
ど
の
は
こ
の
紙
面
を
借
り
て
お
礼

感
染
症
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
を
申
し
上
げ
た
い
。

ン
ザ
な
ど
の
新
興
感
染
症
に
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
代
表
）
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